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１．問題意識



（１）資源の枯渇問題



エネルギー利用の増大

非再生エネルギーの供給が低迷

経済破綻

資源開発の停滞

生活レベルの低下



（２）地球温暖化問題

近年のＣＯ２の
排出量増加・・・

過剰な森林の
伐採・・・







（３）福島第一原発問題



経済的損害
数百兆円

放射線風評被害

今後原発推進は難しい。



既存の自然エネルギーでは・・・

季節・天候に左右される

変換効率が悪い



クリーンで安全且つ安定した
電力供給が必要



２．解決案

宇宙太陽光発電を
実用化させよう！！



太陽電池パネル

マイクロ波回路

送電アンテナ

受電アンテナ

交流変換機

太陽光

直流

マイクロ波

直流交流



宇宙太陽光発電の特性

１基につき

１００万KW

２０３０年まで
には実用化

大きさは
２．５ｋｍ×２．５ｋｍ

日本を中心として
研究が進められ

ている



３．宇宙太陽光発電メリット
デメリット



（１）安定した電力供給が可能

気候・天候に
左右されない

２４時間３６５日
発電可能

地上の１０倍の
エネルギー

変換効率

２８パーセント



（２）クリーンエネルギー



（３）安全な電力供給が可能

マイクロ波は人体に
影響が無い

危険な科学物質
は使わない

人の生活圏から
離れた場所に建設



周波数は
５．８GHｚ

気象レーダーと
一緒の周波数

衛星放送は

倍の１２GHｚ

人体への影響は無い



宇宙太陽光発電のデメリット

コスト
１兆３０００億円
～２兆４０００億円

スペースデブリの
問題



コストの解決

再利用ロケットの
開発

技術

コスト



スペース
デブリ

スペースデブリ問題
の解決策

太陽光
パネル



宇宙太陽光発電が持つ可能性



経済と産業の発展に
役立つ！！

其の一☆



建設業

自動車業界

航空業界

雇用の拡大

レクテナの
建設など

ＳＳＰＳを応
用した自動
車の開発や
その製造

飛行機にレク
テナを積み、給
油することなく
遠征が可能
に！！



其の二☆

自給自足の国となる





其の三☆

世界に平和が増え
るんです＼(^o^)／







石油 枯渇するまで
４０年・・・

石炭 ２２７年・・・

天然ガス
６１年・・・



資源が少なくなってくると・・・

資源戦争へ
と発展・・・

９．１１テロの
背景も石油



枯渇問題

宇宙太陽光
発電の普及

資源を奪い合う事が無くなる



宇宙法

宇宙は公共の場

皆で使うエネルギー源





宇宙太陽光発電

社会問題

環境問題 経済問題
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訪問先

JAXA宇宙開発機構


